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実際の報告書では、

ここに調査対象物件の写真が入ります。

ご 依 頼 主 サンプル報告書　様

規模（階数）

延 床 面 積

調 査 コ ー ス

調 査 年 月 日

報告書発行日

調 査 担 当 者

ホームインスペクション 屋根裏・床下調査あり

2012年02月17日

物 件 所 在 地

参 考 図 面

地上   2    階

2012年02月21日

さくら太郎

平面図・立面図・断面図・矩計図・構造図等

構 造 種 別

東京都中央区日本橋茅場町3-12-9

木造（在来軸組工法）

平方メートル122

株式会社　さくら事務所
本社：東京都中央区日本橋茅場町3-12-9　ＮＩビル3Ｆ
　　                      TEL:03-3661-5277 FAX:03-3661-5285

【新築住宅】
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●報告書の記載内容について

●基礎資料について

●表示内容について

「報告書の見方」のページにも記載しておりますのでご確認ください。

　１：すべて又はほとんど確認できた

　２：過半の剖分は確認できた

　３：過半の剖分は確認できなかった

　４：ほとんど確認できなかった

　５：まったく確認できなかった

・「該当」の欄に■印がある場合、当該物件でその仕様が採用されていることを示しています。

注意事項

　調査においては、ご依頼者又は売主などの関係者から提供された資料や、関係者への聞
き取り調査による情報を参考にしており、これらの資料・情報は正確であることを前提と
しております。
　したがいまして、これらの資料・情報の誤りに起因し発生する損害について当社は責任
を負いかねます。

・各項目には、調査時にどの程度までインスペクター（調査員）が確認することが出来た
かを「確認範囲」という項目で記載しています。

（１割以上５割未満）

　・本報告書は調査を実施した当日の現況について記載されているものであり、記載さ

れた内容は調査後も継続することを保証するものではありません。また調査は、歩行お

よび特別な設備を使用せずに移動できる方法で、当社の調査基準に基づき、各々の部位

等を目視観察・計測等により行なっております。

・本報告書は調査により補修を要する程度の事象が認められたか否か等を表示していま

す。

・調査方法・基準の一部には「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における、住宅

性能表示制度の既存住宅現況調査の検査項目ならびに判断基準を採用していますが、本

報告書は「住宅の品質確保の促進等に関する法律」で定められた“住宅性能評価書”と

は異なるものです。

（９割以上）

（５割以上９割未満）

　＊部位毎に確認できたおおまかな範囲を示し、１～５の数字で表示しています。

・「確認」の欄に●印がある場合、その項目の調査が実施できたことを示しています。

（１割未満）
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・総合判定

　　　全チェック項目をもとに、当該物件の状態を総合的に記載しています。

・各項目について

・特に記載する事項

　　　特筆すべき事項がある場合に記載しています。（無い場合は記載なし）

Ａ　敷地内に関すること

　　　敷地・敷地境界・越境など

Ｂ　外周りの状態

　　　外壁・バルコニー・シャッターなど

Ｃ　室内の状態

　　　室内の天井・壁・床・建具など

Ｄ　床下の状態

　　　土台・束・コンクリート基礎など

Ｅ　小屋裏の状態

　　　小屋組み・断熱材・金物など

Ｆ　物件の設備

　　　給排水設備・換気設備など

Ｇ　防犯について

　　　開口部の防犯仕様・見通しの悪い箇所（死角）など

Ｈ　温熱環境

　　　サッシ・断熱材の仕様

調査風景写真・指摘写真・維持管理ガイドライン　など

●チェック項目一覧

●添付資料

●調査結果および総合判定

　　　A～Hの各項目において見られる修繕が必要な事象や、それに対する
　　　補修方法案・対策などのアドバイスを記載しています。

目　次
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● 無し

あり

● 低い

高い

● 無し

あり

● 無し

あり

● 無し

あり

● 無し

あり

● 無し

あり

総合判定

箇所

●今回の調査においては、建物の床・壁等の施工精度は概ね良好で、一般的な許容の範囲内で特に問題は
確認されませんでした。また、調査時には建物の傾斜傾向は確認されず、地盤沈下などの可能性は低いで
しょう。

●外部の目視確認できる箇所においては、軽度の是正があったものの、全体的に丁寧な工事が行われてい
る印象でした。

平面、立面図との著しい相違
（ご用意いただいた図面で確認）

建物が不同沈下している可能性

建物の耐久性を低下させる事象

建物の傾き（高さが２ｍ以上で
3/1000が続く傾斜または、3ｍ以上
の水平距離で3/1000勾配の続く傾
斜）

総合判定

診断項目 有無

雨漏りの形跡

建物の著しい施工不良

設備配管の著しい施工不良、漏水
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Ｆ　物件の設備

Ｇ　防犯

給排水、換気設備どれも問題ありませんでした。

Ｈ　温熱環境

Ｃ　室内の状態

非常に丁寧に施工がされているという印象です。一部、給湯器の排水（オーバーフロー）管の排水先が隙間が大きく
上部にカバーがない為、枯葉などが入り込んで配管を詰まらせてしまう懸念がある為、上部にカバーなどをして物が
入らないようにして頂くことになりました。

Ｄ　床下の状態

清掃状況はよく、特に指摘する箇所はありませんでした。

特に問題ありません。比較的丁寧な仕事をされていて、断熱材の施工、金物の取り付けなど問題はありません。

現在一般的な防犯仕様になっていました。

特になし

Ｂ　外周りの状態

特に大きな問題は確認されませんでした。

各項目について

Ａ　敷地内の状態

施工状態は良く、特に指摘する箇所はありませんでした。

Ｅ　小屋裏・天井裏の状態
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特にありません。

特に記載する事項
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報告書の見方

「該当」の欄に●印がある場合、その仕様が
採用されていることを示しています。

確認できた範囲
１：すべて又はほとんど確認できた（９割以上）
２：過半の剖分は確認できた（５割超９割未満）
３：過半の剖分は確認できなかった（1割以上５割以下）
４：ほとんど確認できなかった（1割未満）
５：まったく確認できなかった

状態の項目に該当する部分がある場合、「あり」部分に●印がつきます。
▲印である場合は症状が軽いと判断しています。

「確認」の欄に●印がある場合、その項目が
確認できたことを示しています。
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Ａ　敷地内に関すること

該当 なし あり

●

●

●

確認範囲 1

●

●

●

確認範囲 1

●

●

確認範囲 1 ●

●

●

確認範囲 1

Ａ-４
雨水排水枡の状態

著しい堆積物あり

その他

動作不良

沈下

レベル不良

ひび割れ

欠損

その他

擁壁
（隣地のもので敷地
内から確認できる範
囲）

その他

確認した部位と範囲 仕様 状態

大きな穴

その他

隣地側からの越境

ひび割れ

犬走り（コンクリー
ト部分など）

ひび割れ

欠損

施工不良

その他

その他

門扉、門

ひび割れ

欠損

塀、フェンス

その他

物件側からの越境

１：すべて又はほとんど確認できた（９割以上）　　　４：ほとんど確認できなかった（１割未満）
２：過半の剖分は確認できた（５割超９割未満）　　　５：まったく確認できなかった
３：過半の剖分は確認できなかった（２割以上５割以下）

Ａ-3
越境（目視）

砂利

陥没

Ａ-2
敷地境界付近

●

擁壁
（敷地内にあり敷地
内から確認できる範
囲）

Ａ-1
敷地（地面）

●

大きな穴

陥没

ひび割れ

土部分 陥没
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該当 なし あり

●

●

●

確認範囲 1

●

●

●

●

●

接着破壊 ●

確認範囲 1 ●

●

●

●

●

確認範囲 1

剥がれ

●

●

その他

剥がれ

Ｂ-2
外壁仕上げ

Ｂ-1
基礎のうち、
　　屋外に面する部分

Ｂ-3
屋根
（目視・双眼鏡等で地面か
ら見える範囲、
建物の窓から見える範囲）

確認部位と範囲

●

シーリング材

施工不良

その他

剥がれ

その他

モルタル仕上げ

状態

浮き

その他

サイディングボード
等

剥がれ

タイル

著しいひび割れ

腐食

モルタル仕上げ等

著しい欠損

その他

粘土がわら
厚形スレート
(プレスセメントがわ
ら)
化粧スレート

金属系屋根ふき材
(基材か鋼板であるも
のに限る)

剥がれ

著しいひび割れ

仕様

Ｂ　外周りの状態１

著しい欠損

著しい欠損

１：すべて又はほとんど確認できた（９割以上）　　　４：ほとんど確認できなかった（１割未満）
２：過半の剖分は確認できた（５割超９割未満）　　　５：まったく確認できなかった
３：過半の剖分は確認できなかった（２割以上５割以下）

著しい欠損

コンクリート直仕上
げ

剥がれ

浮き

著しいひび割れ

●

著しい欠損

著しいひび割れ

鉄筋の露出

著しいひび割れ

著しい隙間

著しい腐食

著しい欠損

著しいひび割れ
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該当 なし あり

●

●

●

●

確認範囲 1

●

●

確認範囲 1 ●

● ●

●

●

●

●

確認範囲 1 └ 該当部位なし ●

●

●

●

確認範囲 1 └ 該当部位なし ●

● ●

● ●

● ●

└ 該当部位なし

支持部分のシール等

防水層の破断

転落防止用手すり

剥がれ
● ケイカル板等

その他

転落防止用手すり

●

その他

破損

直下が屋内でな
い揚合

床の欠損

支持部分の欠損

Ｂ-8
シャッター雨戸等

踏面

雨戸

構造体や支持部

Ｂ　外周りの状態２

確認部位と範囲

Ｂ-7
屋外に面する開□部
（雨戸、網戸、天窓を除く）

Ｂ-6
バルコニー

サッシ

Ｂ-5
雨樋

●
転落防止用手すり

●

Ｂ-9
外部階段等

Ｂ-4
軒裏

動作不良

周囲の大きな隙間

その他

動作不良網戸

シャッター 動作不良

手すりのぐらつき

直下が屋内の揚合

欠損

割れ

著しい曲がり

支持部分の施工不良

防水面の破断

ひび割れ

仕様

モルタル仕上げ等

状態

１：すべて又はほとんど確認できた（９割以上）　　　４：ほとんど確認できなかった（１割未満）
２：過半の剖分は確認できた（５割超９割未満）　　　５：まったく確認できなかった
３：過半の剖分は確認できなかった（２割以上５割以下）

支持部分の腐食の恐れ等

開閉不良

欠損

剥がれ

浮き

ぐらつき

その他

取り付け部の破損

支持部分の腐食等

著しい欠損

変色

床の沈み

著しい沈み

著しい施工不良

手すりのぐらつき

欠損
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Ｂ　外周りの状態で表記されている箇所（イメージ）

各部の名称

※屋根は地上から目視や双眼鏡にて確認できる範囲
　または、室内から目視できる範囲
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